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子ども芸術体感事業
870 万円

充

山口情報芸術センターと連携し、小中学校で体
験型ワークショップを実施したり、体育館を会
場に演劇や音楽公演を実施したりするなど、子
どもたちの感性を育む取り組みを進めます。

我がまちスポーツ推進事業
2,350 万円

充

・トップアスリートによるスポーツ教室の開催
・スポーツボランティアの育成等の支援
・「レノファ山口ＦＣ」と連携したシティセールス

や子供向けサッカー教室
・東京オリンピック・パラリンピック出場国のキャ

ンプ地誘致
・自転車等を活用した交流人口拡大事業
・全国規模のスポーツ大会の誘致支援

山口観光維新ＤＭＯ推進事業
850 万円

新

観光、アート、スポーツ、農林水産業等、多様
な関係者や市民の皆さんと一緒に観光地域づ
くりを進めるため、観光需要調査、体制整備の
検討、観光コンテンツ創出に向けた調査業務
等を実施します。

クリスマス市の推進事業
891 万円

充

サンタクロースの故郷、フィンランドのロヴァ
ニエミ市と交流を深め、クリスマス都市観光
パートナーシップ協定の締結を目指し、「日本の
クリスマスは山口から」のＰＲに取り組みます。

地方創生戦略推進事業
7,000 万円

新

山口市生涯活躍のまち（CCRC）構想および基
本計画の策定、アクティブシニアや若者の活
躍の場づくりをはじめ、産学官金労言の連携の
もとで、域外から資本等を呼び込む地方創生
の重点的な取り組みを進めます。

三
つ
の
創
生

やまぐち魅力 創生
創生

１

平成 28 年度 当初予算とまちづくりの概要特 集

充

…新規事業新

続 …継続事業…拡充事業

凡例

平成 27 年度 3 月補正を含む 平成 27 年度 3 月補正

日常生活圏を形成する
協働によるまちづくり

市民満足度を高める行政マネジメントの強化

安心して 働ける
産業力の豊かなまちづくり

安心して 歳を重ねられる
健康長寿のまちづくり

安心して 安全に暮らせる
まちづくり

安心して 子育てや
教育ができるまちづくり

・「山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」やまぐち
地方創生１００プロジェクトの推進

・山口市総合計画（第９次実行計画　H28-H30）の推進

「これが私の故里だ　定住実現都市」予算

高次都市機能が集積する
広域県央中核都市づくり

や
ま
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力 

創
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創
生

人
材
・
雇
用 

創
生

三つの創生

三つの創生 平成 28 年度予算イメージ図

※1 Destination Management/Marketing Organization の略。

※1

※2　Continuing Care Retirement Community の略。

※2

未来活気「二つの創造」

市民生活「四つの安心」

い
い
ね
。
グ
ッ
ド
だ
ね
」
と
共
感
で
き
る

よ
う
な
山
口
の
フ
ァ
ン（YAM

A-good!-
CHI

）
を
増
や
し
、域
外
か
ら
資
本
等
を
呼

び
込
む
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
各
地
域
、
各
分
野
に
お
け
る
人
材
や
才

能
を
本
市
に
誘
致
す
る
「
人
材
誘
致
」
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
同
時
に
、
企
業

誘
致
を
は
じ
め
と
し
た
各
産
業
分
野
に
お

け
る
地
域
雇
用
創
出
を
強
化
し
、
山
口
に

新
た
な
ひ
と
の
流
れ
、
し
ご
と
を
創
り
ま

す
。

　
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
と
し
て
の

高
次
都
市
機
能
の
集
積
と
都
市
圏
形
成
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
日
常

生
活
機
能
の
確
立
と
日
常
生
活
圏
の
形
成

を
図
り
、
本
市
全
体
や
各
地
域
に
お
い
て
、

人
材
や
才
能
を
ひ
き
つ
け
、
新
た
な
定
住

や
雇
用
を
創
出
す
る
快
適
な
都
市
空
間
と

生
活
空
間
を
形
成
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市

や
県
中
部
エ
リ
ア
の
各
地
域
が
つ
な
が
り

合
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
強
化
を
図

り
、「
コ
ン
パ
ク
ト+

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
形
成
を
進
め
ま
す
。
中
心
的
な
拠
点
と

各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、

若
者
を
は
じ
め
と
し
た
東
京
圏
か
ら
地
方

へ
の
定
住
の
受
け
皿
づ
く
り
と
し
て
の
都

市
・
生
活
空
間
の
基
盤
整
備
等
を
進
め
ま

す
。

口
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
も
と
、
定
住
促
進
と
少
子
化
対
策

と
い
う
、
最
重
要
課
題
へ
の
重
点
的
な
取

り
組
み
と
し
て
「
や
ま
ぐ
ち
地
方
創
生

１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、

総
合
計
画
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も
と
で
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各
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野
に
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け
る

ま
ち
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く
り
と
、「
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ま
ぐ
ち
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方
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生

１
０
０
プ
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ジ
ェ
ク
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」
の
も
と
に
、
平

成
28
年
度
予
算
を
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こ
れ
が
私
の
故
里
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定
住
実
現
都
市
」
予
算
と
位
置
付
け
、
本

市
の
個
性
を
際
立
た
せ
、
定
住
や
交
流
・

対
流
を
創
出
し
て
い
く
「
三
つ
の
創
生
」

を
重
点
的
に
推
進
し
、「
山
口
に
住
ん
で

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
、
市
内
外

の
多
く
の
方
が
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
市
内
外
の
多
く
の
方
々
が
本
市
の
魅
力

や
誇
り
に
共
感
し
、
交
流
創
出
や
定
住
促

進
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
教
育
・
ア
ー

ト
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
各
分
野
に
お

い
て
、
本
市
全
体
や
各
地
域
の
個
性
を
際

立
た
せ
、
若
者
層
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
は

じ
め
と
し
た
幅
広
い
世
代
で
、「
山
口
は

本
市
は
、
山
口
市
総
合
計
画
の
も
と

で
、「
未
来
活
気
二
つ
の
創
造
」
と

し
て
の
「
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
」

と
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
市
民

生
活
「
四
つ
の
安
心
」
と
し
て
の
「
雇
用・

産
業
振
興
」、「
子
育
て・教
育
」、「
防
災
」、

「
健
康
長
寿
」
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
定

住
実
現
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
昨
年
10
月
に
策
定
し
た
「
山
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人材・雇用 創生
創生

2

平成 28 年度 当初予算とまちづくりの概要特 集

企業誘致の新たな受け皿づくり
1 億 1,639 万円

充

産業団地の分譲可能区画が少なくなってきて
いることに対応するため、新たな産業団地の整
備に向けた取り組みを進めていくと同時に、市
有産業団地に立地する企業所有の未利用地を
取得します。

ＵＪＩターン就労支援事業
317 万円

新

過疎地域の商業・サービス業等の事業者の廃
業で、地域の生活機能が低下しないように、事
業者とＵＪＩターン希望者のマッチングや事業
承継を進めます。

外部人材活用事業
8,000 万円

充

地域のブランド化や特産品開発に取り組む「地
域おこし協力隊」を現在の 8 名から 20 名に増
員します。観光・スポーツ・農林業など、多様
な資源を元にした地域づくりを行います。

新山口駅ターミナルパーク整備事業
23 億 5,700 万円

続

新山口駅の北口駅前広場のバスシェルターや
ビジターセンターの整備、南口駅前広場内の歩
道部分の工事、既存自由通路の改良工事、駅
前通りの工事等を実施します。

地域交流センターの建替え整備・
改修事業

続

宮野、二島、小郡、佐山、鋳銭司の各地域交流
センターの建物の建替や改修工事等、小鯖地
域交流センター駐車場の整備工
事を実施します。

5 億 40 万円

持続可能な公共交通の構築充

持続可能な公共交通の構築を引き続き図るた
め、グループタクシー利用における最寄りの公
共交通機関までの距離要件を一
部緩和する等します。

3 億 4,552 万円

都市・生活空間 創生
創生

3
中心市街地の核づくり推進事業と
住環境総合整備事業

充

山口駅周辺の市街地再開発事業や優良建築物
等整備事業に引き続き取り組みます。また、密
集市街地における居住環境の整備に向け、地
元関係者との協議を本格化します。

3 億 841 万円

安心して働ける
産業力の豊かなまちづくり

総合浸水対策事業
6 億円

続

雨水貯留施設、取水ゲートの自動化の整備、公
共施設の雨水浸透ますの設置、個人住宅の雨
水貯留タンクや雨水浸透ます設置費用への助
成、啓発パンフレットの作成などを進めます。

妊娠・出産包括支援事業
1,166 万円

新

「子育て世代包括支援センター」を設置し、安
心して妊娠・出産・子育てができるように、お
母さんとお子さんの心身の健康をサポートし
ます。

プレミアム商品券発行事業と安心快
適住まいる助成事業 2 億 3,400 万円

続

市内小売店や飲食店などで利用できるプレミ
アム商品券を発行します。また、住宅リフォー
ム工事費用の一部について、市内商工団体が
発行する商品券として補助します。

空家等適正管理事業
3,146 万円

充

新たに「空家対策室」を設置し、市内全域・全
戸の空家の実態調査、空家対策計画の策定、危
険な空家の解消に対する支援の他、適切な維持
管理の啓発を行います。

安心して子育てや
教育ができるまちづくり

安心して
安全に暮せるまちづくり

介護予防・生活支援サービス事業
＜特別会計＞ 7,997 万円

新

10 月から、従来の介護予防事業の利用者や新
規要支援認定者のうち、新たな訪問介護・通
所介護サービスの利用対象となる方に介護予
防・生活支援サービスを実施します。

介護人材育成・確保支援事業
100 万円

新

市内の介護サービス提供事業者、高校・大学
等の福祉分野の教育関係者、行政等の関係者
で協議会を設置し、介護人材の確保や定着に
向けて、連携を図ります。

安心して歳を重ねられる
健康長寿のまちづくり

300 万円
続

平成 30 年度から平成 39 年度までを計画期間とする「第２次山口市総合計画」
の策定業務を進めます。また、山口市本庁舎の整備に関する検討委員会において、
本庁舎の整備の方向性を引き続き検討され、平成 28 年度に答申をいただきます。
なお、平成 27 年度末の庁舎建設基金積立金残高は約 43 億円です。

市民満足度を高める行政マネジメントの強化

安心

3

安心

1
安心

2

安心

4

四つの
安心

三つの創生

三つの創生

協働による
まちづくり

広域県央中核
都市づくり

協働による
まちづくり

広域県央中核
都市づくり

新山口駅北口駅前広場整備
事業のイメージ

黄金町地区第一種市街地
再開発事業のイメージ

山口市総合計画策定と
本庁舎整備の方向性の検討
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人件費
134 億 436 万円

補助費等
71 億 9,433 万円

繰出金
76 億 9,545 万円

その他
19 億 3,670 万円

公債費
94 億 956 万円

164 億 1,166 万円

単独事業費
89 億 7,610 万円

物件費
107 億 2,035 万円

義務的
経費
47.6％

投資的
経費
19.0％

その他
経費
33.4％

補助事業費
60 億 2,454 万円

自
主
財
源 

38.5%

依
存
財
源 

61.5%

市税
255 億 2,745 万円

諸収入
19 億 5,238 万円

分担金・負担金、使用料・
手数料、財産収入、寄附金、
繰入金
  41 億 7,198 万円

国庫支出金
116 億 6,605 万円

県支出金
59 億 8,984 万円

地方交付税
168 億 2,000 万円

市債
119 億 5,930 万円

地方譲与税、地方消
費税交付金等
43 億 1,300 万円

平成 28 年度 当初予算とまちづくりの概要特 集

一般会計歳入 一般会計予算総額
平成 28 年度

特別会計歳出

一般会計歳出

・対前年度比で 25 億 3 千万円減
（3.0％減）

・将来へのまちづくりへの投資
（投資的経費）は約 156 億 3
千万円を確保（対前年度比で約
29 億 7 千万円減（ 16.0％減） ）

・財政調整基金の取り崩しは行わ
ず、歳入規模を基本とした予算
編成（平成 22 年度当初予算か
ら 7 年連続）

・地方創生加速化交付金等の国
補正予算に対応した補正予算

（8 億 6,860 万円）を編成、当
初予算と一体的に 13 カ月予算
を編成

824 億円

一
般
会
計
の
歳
入

歳入

一
般
会
計
の
歳
出

歳出

区　　分 当初予算額 対前年伸率

国 民 健 康 保 険 237億 3,017万円 2.5％

後 期 高 齢 者 医 療 28億 3,831万円 ▲1.2％

介 護 保 険 176億 4,398万円 5.5％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 5,346万円 2.5％

駐 車 場 事 業 3,721万円 0.0％

簡 易 水 道 事 業 9億 3,051万円 ▲7.7％

農 業 集 落 排 水 事 業 5億 7,842万円 ▲1.1％

漁 業 集 落 排 水 事 業 2,195万円 18.3％

地 域 下 水 道 事 業 639万円 7.4％

国 民 宿 舎 3,710万円 ▲24.5％

特 別 林 野 1,241万円 ▲15.8％

合　　計 458億 8,991万円 2.7％

特別会計とは、特定事業を行う場合に、一般会計と区分して
経理する必要のあるときに設けることができる会計です。原
則、独立採算で運営します。

■歳入のグラフ用語

自主財源 市が自ら調達できる収入

依存財源 国や県からの交付金などの収入

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

土木費　105 億 2,604 万円

教育費　57 億 4,111 万円

消防費　38 億 9,875 万円

農林水産業費　38 億 5,923 万円

総務費　104 億 9,091 万円

公債費　94 億 1,076 万円

衛生費　67 億 8,675 万円

民生費　281 億 3,453 万円

商工費　26 億 5,520 万円

議会費、労働費、
災害復旧費、予備費

性質別グラフ目的別グラフ

■歳出のグラフ用語

義務的経費 制度により支出額や内容が定ま
る、削減が難しい経費

投資的経費 道路・公園・学校などの建設や、災
害復旧などの経費

公債費 借入金（市債）の元金と利息を返
済する経費

扶助費 生活保護・医療扶助等、法令によ
り対象者を支援する経費　

その他
6 億 2,695 万円

8 億 9,672 万円

　
市
税
は
、
雇
用
環
境
や
雇
用
者
報
酬
の

改
善
に
よ
り
個
人
市
民
税
が
前
年
度
に
比

べ
約
１
億
２
千
万
円
の
増
収
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
法
人
市
民
税
が
税
制
改
正
に
伴

う
税
率
引
下
げ
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
約

５
億
２
千
万
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
る

た
め
、
全
体
で
は
約
３
億
２
千
万
円
減

（
1.2
％
減
）
と
な
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
市
税
の
減
収
や
交
付

税
措
置
の
あ
る
公
債
費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
普
通
交
付
税
の
増
額
を
見
込
ん
で
い

る
た
め
、
７
億
５
千
万
円
増
（
4.7
％
増
）

と
な
り
ま
す
。

　
市
債
は
、
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー

ク
の
整
備
や
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整

備
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
に
係
る
事
業
費

が
前
年
に
比
べ
減
少
し
た
こ
と
や
、
地
方

財
政
計
画
に
基
づ
く
臨
時
財
政
対
策
債
の

減
な
ど
に
よ
り
、
約
31
億
５
千
万
円
減

（
20
・
８
％
減)

と
な
り
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
退
職
者
数
の
減
少
に
伴

う
退
職
手
当
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
約

１
億
５
千
万
円
減
（
1.1
％
減
）
と
な
り
ま

す
。

　
扶
助
費
は
、
私
立
保
育
園
や
地
域
型
保

育
の
新
増
設
に
係
る
運
営
費
な
ど
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
関
す
る
経
費
や

障
害
児
施
設
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
約
７
億
９
千
万
円
増
（
5.0
％

増
）
と
な
り
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ

ル
パ
ー
ク
の
整
備
を
は
じ
め
、
大
内
文
化

ゾ
ー
ン
の
歴
史
空
間
の
再
生
や
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
都
市
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
総

合
浸
水
対
策
な
ど
の
防
災
・
減
災
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、
計
画
的
に
進
め
て
い
る
大
型
建
設

事
業
に
係
る
事
業
費
の
減
少
や
、
平
成
25

年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
係
る
補
助
分
の
災

害
復
旧
事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
約
29
億
７
千
万
円
減
（
16・０
％

減
）
と
な
り
ま
す
。
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平成 28 年度 組織改編・執務室移転のお知らせ
より効率的で効果的な行政サービスを提供するために、4 月 1 日付けで組織の一部を
改編しました。一部執務室も移転していますのでお知らせします。
 　行革推進課 ☎ 083-934-2909

組織改編

■「ふるさと創生部」の新設
総合戦略の総合的な推進を図るための調整機能の強化
と、山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略１００プ
ロジェクトを着実に推進するため、「ふるさと創生部」
を創設します。
ふるさと創生部

所属・電話番号 業務内容

創生推進課（新設）
☎ 083-934-2782

地方創生の進行管理、都市
の魅力創生、広域経済・交
流圏の形成、大学連携等

観光交流課（旧観光課）
☎ 083-934-2810

観光の振興、観光案内所
等の管理、温泉の供給等

スポーツ交流課
（旧生涯学習・スポーツ
振興課）
☎ 083-934-2912

スポーツ諸施策の企画お
よび振興、体育施設等の
管理等

文化交流課
（旧文化政策課）
☎ 083-934-2717

文化政策の企画および総
合調整、文化の振興、市
史

■「地域生活部」の新設
行政窓口サービスや地域コミュニティ支援などが、よ
り迅速に効率的・効果的に対応できるよう地域振興部
と市民安全部の組織体制を見直し、「地域生活部」と
して再編します。
地域生活部

所属・電話番号 業務内容

協働推進課
☎ 083-934-2966

地域づくりの支援、自治
会、地域交流センター管
理運営の総合調整、生涯
学習の推進、生涯学習施
設の管理

定住促進課
（旧定住支援室・ルーラ
ルアメニティ推進室）
☎ 083-934-4646

定住促進、中山間および
南部地域の活性化推進の
企画・調整

生活安全課
☎ 083-934-2986

空家等の対策、住居表示の
実施、市営墓地および斎場
の維持管理、交通安全対策、
防犯、消費者行政

人権推進課
☎ 083-934-2767

人権の推進、男女共同参
画、 男 女 共 同 参 画 セ ン
ター、隣保館の管理運営

市民課
☎ 083-934-2771

戸籍、住民基本台帳の管
理運営、印鑑登録、パス
ポート

北部・南部振興局
各総合支所、各地域交
流センター

各地域の振興、サービス
提供等

■「都市政策部」「都市建設部」の新設
都市整備部とターミナルパー
ク整備部を、政策的な取り組
みを推進する「都市政策部」
と都市基盤整備を推進する「都
市建設部」に再編します。
都市政策部

所属・電話番号 業務内容
都市計画課
☎ 083-934-2839

都市計画、景観形成、
屋外広告物

交通政策課
☎ 083-934-2729

交通政策の企画およ
び総合調整

開発指導課
☎ 083-934-2847

開発行為、建築物の
指導

新山口駅拠点施設整備推
進室（旧計画課）
☎ 083-934-2676

新山口駅北地区重点
エリア拠点施設整備
の推進・調整

中心市街地活性化推進室
☎ 083-934-2923 中心市街地の活性化

都市建設部
所属・電話番号 業務内容

都市整備課
☎ 083-934-2832

市街地再開発事業、土
地区画整理事業、街路・
公園事業、都市緑化
フェア等

新山口駅ターミナルパー
ク整備課（旧建設課）
☎ 083-934-2937

新山口駅ターミナル
パーク整備の推進・調
整

道路河川管理課
☎ 083-934-2835

道路・河川等の維持・
管理等

道路河川建設課
☎ 083-934-2711

道路・河川の新設・改
良、砂防・急傾斜対策
等

地籍調査課（小郡）
☎ 083-973-2437 地籍調査の実施

建築課
☎ 083-934-2843

市営住宅の整備・管理、
市有建物の営繕

徳地・阿東・南部土木事務
所

各地域の道路・河川の
維持管理・整備、市営
住宅の管理等■「ふるさと産業振興課」の新設

ふるさと産品のＰＲを関係者と連携
して展開し、ふるさと納税制度など
を通じて行政が積極的に営業活動を
行うため、商工振興課を「ふるさと
産業振興課」に改め、体制を強化します。
経済産業部

所属・電話番号 業務内容
ふるさと産業振興課（旧商
工振興課）
☎ 083-934-2719

商工業・ふるさと産
品等の振興、労働者
福祉等

■「高齢福祉課」「障がい福祉課」の新設
高齢者、障がい者それぞ
れの福祉分野の取り組み
が一層重要となる中、高
齢・障がい福祉課を「高
齢福祉課」「障がい福祉課」
に再編し、重点的に対応
します。

健康福祉部
所属・電話番号 業務内容

高齢福祉課（旧高齢・障が
い福祉課）
☎ 083-934-2793

高齢者の福祉、地域
包括支援センター

障がい福祉課（旧高齢・障
がい福祉課）
☎ 083-934-2794

障がい者（児）の福
祉、地域生活支援給
付、障がい者基幹相
談支援センター

■執務室の移転
組織改編以外の、執務室の移転は以下の通りです。

所属・電話番号 執務室
指導監査室
☎ 083-976-4136

山口総合支所 1 階
→小郡保健福祉センター

社会課第二担当
☎ 083-976-4381

小郡保健福祉センター
→小郡総合支所 1 階

契約監理課
☎ 083-934-2710

山口総合支所 3 階
→山口総合支所 2 階

産業立地推進室
☎ 083-934-2813

山口総合支所 2 階（現都
市整備課の場所から移転）

執務室の移転

２階

契約監理課

産業立地推進室

交通政策課
新山口駅拠点施設整備推進室

都市整備課
新山口駅
ターミナルパーク整備課

ふるさと産業振興課

１階

高齢福祉課

障がい福祉課

正面玄関

受付

3 階 文化交流課
スポーツ交流課
定住促進課

創生推進課
観光交流課

生活安全課 協働推進課

小郡総合支所１階

社会課第二担当指導監査室

正面玄関

小郡保健福祉センター

■「上下水道局」内の体制整備
料金徴収および債権管理の体制を強化するた
め、現行の上下水道総務課内の料金管理対策
室を廃止し、「料金管理課」として設置します。
上下水道局

所属・電話番号 業務内容
料金管理課（旧上下水道総
務課内料金管理対策室）
☎ 083-933-6697

水道料金および下水
道使用料等の徴収

問
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リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
住
宅
環
境
の
向
上

を
図
ら
れ
る
方
に
、
住
宅
改
修
資
金
を
助

成
し
ま
す
。

■
要
件　
市
内
に
あ
る
実
際
に
居
住
し
て

い
る
ま
た
は
工
事
終
了
後
に
転
入
、
転

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
住
居
で
、
市
内

事
業
者
が
施
工
す
る
工
事
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
工
事
着
手
前
に
必
ず

助
成
申
請
を
行
い
、
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
申
請
前
に
工
事
に
着
手
さ
れ
た
場

合
は
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
助
成
内
容　
10
万
円
以
上
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
全
般（
一
部
外
構
工
事
も

含
む
）を
対
象
と
し
、
対
象
工
事
金
額
の

10
％（
上
限
20
万
円
）を
市
内
の
登
録
店

舗
で
使
え
る
商
品
券
で
助
成
し
ま
す
。

※
18
歳
以
下
の
子
（
平
成
10
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
子
）
を
養
育
す
る
子

育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
、
助
成
率
20
％

（
上
限
40
万
円
）と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
間　
４
月
１
日（
金
）～
９
月
30

日
（
金
）

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
受
付
終
了
と
な

り
ま
す
。
先
着
順
。

　
山
口
商
工
会
議
所
、
山
口
県

央
商
工
会
、
徳
地
商
工
会

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課　

　
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
１
９

※
詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
可

安
心
快
適
住
ま
い
る
助
成
金

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
1
月
28
日
、
地
方
創
生
に
係
る
新
た
な

施
策
・
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

萩
山
口
信
用
金
庫
と
地
方
創
生
に
係
る
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
互
い
に
連
携
し
て
事
業
展
開

で
き
る
こ
と
は
心
強
い
。
締
結
を
契
機
に
、

地
域
の
中
小
企
業
等
の
支
援
、
若
者
の
就

業
支
援
や
雇
用
促
進
、
広
域
観
光
等
に
よ

る
地
域
活
性
化
な
ど
を
さ
ら
に
進
め
、
安

心
で
快
適
な
定
住
実
現
都
市
を
実
現
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
萩
山
口
信
用
金
庫
の
小
田
村
理
事
長
は

「
市
内
に
本
店
を
置
く
金
融
機
関
と
し
て
の

強
み
を
生

か
し
、
子

育
て
世
帯

の
応
援
や

健
康
づ
く

り
の
推
進

な
ど
、
地

域
活
性
化

の
取
り
組

み
を
進
め

た
い
」
と

述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

創
生
推
進
課

     

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
８

市長と小田村理事長（右）

出前授業で模擬投票する生徒ら

市長と受賞された皆さん

賞を受け取る大田
理裟さん

ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
・

体
育
協
会
表
彰
を
授
与

特
別
支
援
学
校
で

選
挙
の
出
前
授
業

萩
山
口
信
用
金
庫
と
地
方

創
生
に
係
る
協
定
を
締
結

【歴史民俗資料館・鋳銭司郷土館の観覧料が変わります】４月１日から 19 歳未満の方および高等学校、中等教育学校、
特別支援学校の生徒の観覧料が無料になります。　文化財保護課 ☎ 083-920-4111

わ
が
ま
ち
も
、
と
な
り
ま
ち
も
、
ぐ
る
っ
と
再
発
見
！

宇
部

防
府

フラワーフェスタ＆緑化祭
■日時　4 月 24 日（日）10 時～ 15 時
■場所　ときわ公園（主会場は遊園地内）
■内容　フラワースタンプラリー＆抽選

会（先着 500 人）、フラワーオークション
（14 時から）、風船アートプレゼント（先
着 1,000 人）、グルメ＆カフェ、花の種無
料配布（先着 100 人）等

■問い合わせ　常盤公園管理課
　☎ 0836-54-0551

ぐるっと

再発見
！

秋穂地区から、山口県のオリジナ
ル野菜 “ はなっこりー ” の新しい
かんぶつ食品が誕生しました。
全国的にも珍しい野菜の花を使っ
たこのふりかけは、特殊な製法に
より鮮やかな黄色がそのままのか
わいらしいふりかけに仕上がって
おり、食卓に彩りと驚きを添えて
くれます。エゴマ、ノリなども入っ
ており、パスタにも相性抜群です。
小瓶に入っているのでお土産にもぴったりですよ。
■販売場所　道の駅「あいお」、秋穂ふれあい朝市、

海眺の宿 秋穂荘、JA 山口中央農産物直売所「ぶち
ええ菜」、ふれあいステーション DAIDO

■問い合わせ　JA 秋穂女性加工部あいおっ娘
　☎ 083-984-2239

山
口Ｃ５７１が傘寿を迎えます

ＳＬ「やまぐち」号の運行開始！

「貴婦人」の愛称で親しまれるＣ５７形
１号機は今年で傘寿を迎えます。これ
まで丁寧なメンテナンスにより製造当
時と変わらぬ美しさと力強い走りで全
国のＳＬ愛好者から人気の高い機関車
の一つです。春の息吹に車窓や沿線の
行楽地で触れることができる絶好のこ
の時期、「貴婦人」とともに一日をゆっ
たりと過ごされてみてはいかがですか。
■運行日程　11 月 20 日 ( 日 ) までの土・日・祝日、ゴー

ルデンウィーク、夏休みを中心に 84 日間運転（※
1 日 1 往復）

■運行区画　新山口駅－津和野駅（料金は区間により
異なります）

■予約　電話予約センター ☎ 0088-24-5489
■問い合わせ　観光交流課 ☎ 083-934-2810

春の「幸せますフェスタ」
イベントが盛りだ
くさん ! 中でも全
国津々浦々から参
集した「おんなみ
こし」の練り歩き
は全国的にも珍し
く必見です。

■日時　4 月 29 日（金・祝）10 時～16 時
■場所　アスピラート～防府天満宮
■内容　おんなみこし連合渡御、カラーミッ

ションピンク＆幸せます抽選会、パレー
ド（マーチングバンド、コスプレ、着物 ）、
よさこい、キッズダンス等　

■問い合わせ　幸せますフェスタ実行委員
会事務局（防府商工会議所☎ 0835-22-
4352・おもてなし観光課☎ 0835-25-
4547）

山
口ご飯が華やかに

はなっこりーの“花”ふりかけ

写真提供：吉永昂弘

　

２
月
8
日
、
山
口
大
学
教
育
学
部
附
属

特
別
支
援
学
校
で
、
高
等
部
の
生
徒
を
対

象
に
選
挙
の
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
出
前

授
業
は
、
選

挙
権
年
齢
が

18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
か

ら
、
選
挙
管

理
委
員
会
が

実
施
し
た
も

の
で
、
1
年

生
か
ら
3
年

生
ま
で
の
生

徒
23
人
が
参

加
。
選
挙
の
必
要
性
や
選
挙
権
年
齢
の
引

き
下
げ
の
背
景
な
ど
、
ク
イ
ズ
を
交
え
た
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
3
人
の
教
師

ふ
ん
す
る
市
長
選
立
候
補
者
の
演
説
を
聞

い
た
後
、
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

の
一
人
は
「
老
い
た
時
の
事
を
考
え
た
ら
、

お
年
寄
り
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
他
の
候
補
者
に
投
票
す
れ
ば
良
か
っ
た
。

事
前
に
候
補
者
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
大

事
だ
と
分
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
最
初
の
選
挙
（
参
議
院
議
員
選
挙
）

は
、
今
年
の
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

  

選
挙
管
理
委
員
会

     

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
７
７

　
2
月
19
日
、山
口
総
合
支
所
で
「
ス
ポ
ー

ツ
特
別
表
彰
」
お
よ
び
「
体
育
協
会
表
彰
」

の
合
同
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
は
、
各
競
技
の
国

際
大
会
で
3
位
以
内
に
入
賞
さ
れ
た
方
に
、

ま
た
体
育
協
会
表
彰
は
、
山
口
市
体
育
協

会
や
加
盟
団
体
の
役
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
や
、
各

種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方

に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
年

度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
2
人
、
体
育

協
会
表
彰
31
人
と
4
団
体
の
皆
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
日
頃
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
研

さ
ん
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
の
向
上
や
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
へ
の
多
大
な
貢
献
に
感
謝

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
体
育
協
会
の
大

庭
達
敏
会
長
は
「
近
年
、
山
口
市
出
身
選

手
が
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

今
後
も
『
す
る
』『
み
る
』『
さ
さ
え
る
』
の

視
点
か
ら
、
山
口
市
の
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、

受
賞
者
を
代
表

し
て
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
を
受
賞
し
た

大
田
理
裟
さ
ん
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
は
「
支

え
て
く
だ
さ
る
皆
様
に
感
謝
し
、
結
果
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
日
々
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
各
競
技
の
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
育
成
や
、
気
軽
に
市
民
の
皆

さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

     

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
２
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オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク
ラ

小
郡
愛
の
シ
ン
ボ
ル

人口：25,298 人（H28.2.29 時点）
市南部に位置し、山口県の陸の玄
関口であり古くから交通の要衝と
して発展してきた。南北自由通路
や橋上駅舎が供用開始するなど、
新山口駅ターミナルパーク整備も
進んでいる。

※挿し木…枝を採って土などに挿して繁殖

人口：14,762 人（H28.2.29 時点）
ホタルが乱舞し、アユが銀鱗を躍
らせる自然豊かな地域で、山あい
には田園風景が広がる。山口県立
大学が立地し、宮野駅を中心に賑
わいと穏やかな居住環境を形成し
ている。

広報広聴課 ☎ 083-934-2753

休
耕
田
が
美
し
い
菜
の
花
畑
に

個
人
活
動
か
ら
地
域
総
出
へ

あ
な
た
の
森
は
夜
に

音
も
な
く
移
動
す
る

永
遠
に
忘
れ
る
こ
と

あ
な
た
の
小
さ
な

す
べ
て
の
日
で
あ
る
そ
の
上
に
、

そ
れ
は
適
度
に
雨
を
与
え

虫
が
夜
、
燃
え
て
い
る

親
し
い
友
人
に
な
る
た
め
に

生
ま
れ
た
と
き
、

人
々
が
祈
り
の
声
で

小
さ
な
葉
を

ふ
る
わ
せ
て

出
て
行
く
日
は

昔
の
闇
に
続
い
て
い
く

（「
用
意
さ
れ
た
食
卓
」
所
収
「
塔
」
よ
り
抜
粋
） ［受賞コメント］

詩を書きはじめた当初から、憧れ、読みつづけてきた中原中
也の名前を冠した賞をいただけて、とても光栄です。その詩
を読みこむうちに、いつしか親しい友人のように感じさせてく
れた中原中也。彼のことを以前は「中也」と呼んでいましたが、
いつからか、（私なりに）さらなる親しみをこめて「中原」と呼
んでいます。中原と居酒屋でサシで呑んで喧嘩したことがあっ
た気さえしています。今年３度目のノミネートでいただいた賞
ですが、落選した一昨年と昨年、悔しさ
やある種のザセツ感の中で読んだ中原の
詩は格別でした。寄り添っても、突き放
してもくれて。再び奮い立たせてくれま
した。そうでした。あのころ「中也」が「中
原」になったのでした。今年賞をいただ
けたものの、これからはうっかりつまら
ない詩を書きでもしたら中原に叱られそ
うで、大変緊張しています。

「用意された食卓」
カニエ・ナハ

［選考委員評］
この作品は、抽象的な戦争をテーマと
して、それを弱者の位置から追い詰め
ている。作者はもちろん戦争を知る世
代ではないが、戦争のイメージに客観
性を持たせると同時に、死者そのもの
になりきろうとする言葉の足どりと、
切迫感がある。カニエ・ナハの作品が
この賞の最終選考に残るのは、今回で
３回目である。そして、毎回、発展を
遂げて、今回の詩集が最もよく作者の
力量を示した。

中
原
中
也
賞
は
、
日
本
の
近
代
詩
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残

し
た
山
口
市
出
身
の
詩
人
中
原
中
也
の
業
績
を
顕
彰
す
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

２
月
に
行
わ
れ
た
選
考
会
で
、
全
国
か
ら
応
募
・
推
薦
の

あ
っ
た
１
７
４
点
の
詩
集
の
中
か
ら
、
カ
ニ
エ
・
ナ
ハ
さ

ん
の
『
用
意
さ
れ
た
食
卓
』（
私
家
版
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

文
化
交
流
課 

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
１
７

カニエ・ナハさん

表
紙
写
真
か
ら

　

春
が
来
た

　
表
紙
の
写
真
は
、
昨
年
４
月
初
旬
に
取
材

で
訪
れ
た
其
中
庵
（
小
郡
下
郷
）
の
オ
ゴ
オ

リ
ザ
ク
ラ
の
様
子
で
す
。
曇
り
空
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
桜
の
花
び
ら
の
色
が
い
っ
そ
う

強
調
さ
れ
、
と
て
も
印
象
的
な
雰
囲
気
で
し

た
。
ま
た
、
遠
く
で
頭
上
高
く
見
上
げ
る
男

性
の
姿
を
拝
見
し
、
時
折
風
に
舞
い
な
が
ら

満
開
に
咲
き
誇
る
、
見
事
な
オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク

ラ
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、

身
近
に
あ
り
、

市
内
に
も
多
く

の
名
所
が
あ
る

と
い
う
こ
と
な

ど
か
ら
、
桜
を

「
市
の
花
木
」
と

し
て
い
ま
す
。

オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク

ラ
や
徳
佐
の
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
は
じ
め
、
一
の
坂
川
、
草
山

公
園
（
秋
穂
）、
井
関
川
（
阿
知
須
）、
大
原

湖
（
徳
地
）
の
周
辺
な
ど
、
他
に
も
多
く
の

桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
今
号
宮
野
地
域
の
紹
介
で
取

り
上
げ
た
菜
の
花
は
「
市
の
花
」
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
桜
や
菜
の
花
な
ど
、
身

近
な
と
こ
ろ
や
市
内
各
地
の
名
所
に
出
か
け

て
、
春
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

  

観
光
交
流
課

　

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
８
１
０

ライトアップされる一の坂川周辺

第
21
回中原

　
小
郡
の
名
を
冠
し
た
「
オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク
ラ
」

は
、
八
重
咲
き
の
山
桜
で
花
弁
が
15
枚
前
後
、

お
し
べ
が
約
50
本
あ
る
と
い
う
、
小

郡
地
域
に
し
か
な
い
珍
し
い
品
種
。

市
指
定
の
天
然
記
念
物
で
も
あ

る
。

　

昨
年
６
月
初
旬
、
夜
に
は
蛍

舞
う
四
十
八
瀬
川
沿
い
の
遊
休

農
地
に
、
熱
中
症
予
防
に
気
を
配

り
な
が
ら
、
オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク
ラ
を

養
生
す
る
有
志
の
姿
が
あ
っ
た
。
原

木
は
樹
齢
１
５
０

年
以
上
の
老
木
で
、

株
を
継
承
す
る
た

め
、
お
ご
お
り
地
域

づ
く
り
協
議
会
を
中

心
に
４
年
前
か
ら
苗

木
を
増
や
す
活
動
が

始
ま
っ
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
他
の

桜
と
異
な
り
、
種

や
挿※

し
木
に
よ
る
増

殖
が
困
難
。
そ
の
た

め
、
他
の
桜
を
台
木
と
し
て
原
木
の
枝
を
接

ぐ
「
接
ぎ
木
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
昨

年
は
２
０
０
本
の
う
ち
成
功
は
10
本
程
度
と

少
な
い
状
況
。
種
苗
会
社
へ
の
依
頼
も
考
え

た
が
、
地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
増
殖
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
試
行
錯
誤
の
挑
戦
が
続
く
。

　
そ
の
よ
う
な
折
、
昨
年
８
月
25
日
に
本
市

を
襲
っ
た
台
風
15
号
の
強
風
に
よ
り
、
原
木

が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
に
も
、
幹
の
根

は
枯
れ
て
お
ら
ず
、
2
本
の
元
気
な
若
枝
に

原
木
の
未
来
を
託
す
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ま

で
増
殖
し
た
苗
木
は
、
約
１
０
０
本
。
今
年

１
月
に
は
、
14
本
を
円
座
の
小
郡
運
動
公
園

に
定
植
し
た
。
今
後
も
株
の
継
承
と
と
も
に
、

整
備
が
進
む
新
山
口
駅
周
辺
な
ど
新
た
な
憩

い
の
場
へ
の
定
植
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
毎
年
４
月
初
旬
、
地
域
住
民
が
日
常
的
に

関
わ
っ
て
、
保
護
育
成
と
子
や
孫
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、
オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク
ラ
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
る
。
其
中
庵
や
小
郡
南
小
学

校
、
原
木
な
ど
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

あ
る
。
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、
高
校

生
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
目
を
引
く
。

同
協
議
会
の
国
安
克
行
会
長
は
「
若
い
人
に

も
オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク
ラ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
守
り
続
け
る
活
動
を
通
じ
て
、
小
郡
へ

の
郷
土
愛
が
育
ま
れ
れ
ば
」
と
話
さ
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
小
郡
ブ
ラ
ン
ド
の
代
名
詞
と

し
て
、
そ
し
て
「
小
郡
愛
」
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
次
の
世
代
へ
大
切
に
受
け
継
が
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
今
年
も
ま
た
、
オ
ゴ
オ
リ
ザ

ク
ラ
と
と
も
に
「
小
郡
愛
」
が
花
開
く
。

思
い
つ
い
た
。「
花
も
楽
し
め
る
だ
け
で
な

く
菜
種
油
も
採
取
で
き
る
。
管
理
も
し
や

す
い
し
、
地
域
活
性
化
に
役
立
て
ら
れ
る

の
で
は
」
と
、
知
人
に
声
を
か
け
て
宮
野

な
の
花
会
を
結
成
し
た
。
当
時
30
ア
ー
ル

ほ
ど
だ
っ
た
菜
の
花
畑
は
、
今
で
は
90
ア
ー

ル
ほ
ど
ま
で
広
が
っ
た
。
油
し
ぼ
り
も
行

い
、
販
売
す
る
ほ
か
、
ま
つ
り
で
振
る
舞

う
会
食
や
山
口
ふ
れ
あ
い
館
の
食
堂
で
使

用
し
て
い
る
。
会
員
は
高
齢
者
が
多
い
も

の
の
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
お
り
、
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と

で
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
る
。

　　

な
の
花
ま
つ
り
は
今
年
で

６
回
目
を
迎
え
る
。
ま
つ

り
で
使
用
す
る
の
ぼ
り
旗

や
、
採
取
し
た
菜
種
油
の
ラ

ベ
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
、

県
立
大
学
と
連
携
し
て
作
成
。

宮
野
地
域
づ
く
り
協
議
会
も
協

力
す
る
な
ど
、
地
域
総
出
の
取
り
組

み
だ
。
さ
ら
に
、
他
地
域
・
他
市
か
ら
活
動

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
ほ
ど
に
。

　

何
と
か
し
た
い
と
い
う
些
細
な
思
い
の

種
か
ら
一
面
の
菜
の
花
畑

へ
。
宮
野
の
山
あ
い
で
、

菜
の
花
が
咲
き
誇
り
、
来

場
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

時
こ
そ
、
地
域
住
民
の
思

い
が
実
を
結
ぶ
瞬
間
な
の

だ
。
４
月
３
日（
日
）、
ぜ

ひ
山
口
ふ
れ
あ
い
館
へ
。

　

ま
ず
、
菜

の
花
が
一
面

に
広
が
っ
て

い
る
上
の
写

真
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

こ
の
場
所
は

か
つ
て
、
雑

草
で
荒
れ
果

て
た
休
耕
田

だ
っ
た
が
、

今
で
は
美
し
い
菜
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
は
宮
野
上
に
あ
る
山
口
ふ
れ
あ
い

館
付
近
。
毎
年
４
月
に
は
、
な
の
花
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
山
あ
い
に
広
が
る
黄
色

の
絨
毯
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
集

ま
る
。

　

平
成
19
年
、
現
在
の
宮
野
な
の
花
会
の

野
村
会
長
が
「
こ
の
殺
風
景
を
何
と
か
し

た
い
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
民

間
企
業
に
草
刈
り
等
の
協
力
を
得
た
後
、

コ
ス
モ
ス
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
を
植
え
た
が
、

管
理
が
難
し
く
断
念
。
次
い
で
菜
の
花
を
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柔
ら
か
な
春
風
の
心
地
よ
い
季
節
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
春
は
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
。
新
年
度
が

始
ま
り
、
新
た
な
環
境
の
中
で
ス
タ
ー
ト

を
切
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
本

市
で
も
地
方
創
生
を
は
じ
め
と
す
る
新
年

度
の
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
、
見
事
、
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
３
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
さ
れ
、
Ｊ
２
に
そ

の
戦
い
の
舞
台
を
移
さ
れ
た
レ
ノ
フ
ァ
山
口

Ｆ
Ｃ
も
、
２
月
28
日
に
開
幕
戦
を
迎
え
、一

足
早
く
、
長
い
シ
ー
ズ
ン
の
ス
タ
ー
ト
を
切

ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
以
上
に
、
多
く
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
、
維
新
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を

運
ば
れ
、
試
合
を
楽
し
ま
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ

か
り
と
生
か
し
、県
内
外
の
多
く
の
方
々
に

「
山
口
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
で
お
越
し
に
な
る
お
客

様
へ
の
温
か
い
お
も
て
な
し
は
も
ち
ろ
ん
、

各
地
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
の
観
光
や
物
産

の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
地
方
創
生
の
取

り
組
み
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
の
大
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

山
口
市
長

がんばれレノファ

あしたへ
トライ

4月5月

小鯖地域交流センター付近の小高
い山（正田山）の上にある広場で
す。絶景を見ながらのローラー滑
り台は、一度体験すると大人も子
どももやみつきになります。また、
この季節は桜がきれいです。
八反田のバス停から徒歩 10 分。
車でお越しの場合は、駐車場の台
数が少ないのでご注意ください。

スポーツ交流課 ☎ 083-934-2873

山口市野外活動広場（小鯖地区）【下小鯖 6590】

オゴオリザクラまつり［小郡］実行
委員会 ☎ 083-976-8588
湯田温泉スリッパ卓球大会［湯田］
実行委員会 ☎ 083-925-6843
市長杯争奪高等学校野球大会［宮野］
スポーツ交流課 ☎ 083-934-2874

4/2（土）

春の久留米市田主丸植木まつり＆
ＪＡ全農やまぐち旬感フェスタ［佐
山］全農山口県本部 ☎ 083-988-
0620

4/10（日）～5/7（土）

桜まつり［阿東］NPO あとう ☎
083-956-2526

4/3（日）

企画展「山頭火句集『草木塔』が
できるまで」［小郡］小郡文化資
料館 ☎ 083-973-7071
桜日和［徳地］重源の郷 ☎
0835-52-1250

4/10（日）まで

青空天国いこいの広場［白石］山
口青年会議所 ☎ 083-922-7646

5/5（木・祝）
きらら浜自然観察公園春まつり

［阿知須］きらら浜自然観察公園 ☎
0836-66-2030

4/29（金・祝）

維新の郷・湯田温泉白狐まつり［湯
田］事務局 ☎ 083-941-5379

4/2（土），4/3（日）

大原湖さくらロードレース大会
［徳地］徳地地域交流センター ☎
0835-52-0217

4/10（日）

問

山口100萩往還マラニック大会［市
内各所］実行委員会 ☎ 0835-24-
5444

5/2（月）～5/4（水・祝）

企画展Ⅱ「中也の住んだ町－新宿」［湯
田］中原中也記念館 ☎ 083-932-
6430

4/17（日）まで

企画展「四境戦争の策源地・山口」
［大殿］山口市菜香亭  ☎ 083-934-
3312

5/8（日）まで

狐の足あとギャラリー原田和明
オートマタ展「山口物語」［湯田］
狐の足あと  ☎ 083-921-8818

5/31（火）まで


